
平成２７年度第２回座間市地下水採取審査委員会会議録 

 

１ 日 時  平成２７年７月２４日（金） ９時５０分～１０時３０分 

２ 場 所  座間市役所 ５－６会議室 

３ 出席者 

  委 員  守田委員長、村田副委員長、宮下委員、田原委員 

  事務局  環境経済部長、環境政策課長、環境保全係長、環境保全係主事２名 

４ 公開の可否 

  ☑公開 □一部公開 □非公開 

５ 傍聴人数 １人 

６ 議 題  リニア中央新幹線建設に係る地下水モニタリングについての要望書に対する東海

旅客鉄道㈱の回答について（報告） 

７ 配布資料 

 ・中央新幹線（品川・名古屋間）建設に係る地下水モニタリングに関する要望書の提出及び座

間市の地下水モニタリングについて（建議）（資料１） 

 ・中央新幹線（品川・名古屋間）建設に係る地下水モニタリングについて（要望）（資料２） 

 ・中央新幹線（品川・名古屋間）建設に係る地下水モニタリングについて（回答）（資料３） 

８ 議事 

 ⑴ 開会のあいさつ（環境経済部長） 

 ⑵ リニア中央新幹線建設に係る地下水モニタリングについての要望書に対する東海旅客鉄道

㈱の回答について（報告） 

  ア 事務局からの経緯報告 

    平成２７年５月８日の平成２７年度第１回座間市地下水採取審査委員会での審議を経て、

平成２７年５月２５日に建議書（資料１）をいただきました。建議書には、東海旅客鉄道

株式会社へ要望すべき事項のほかに、市も適切なモニタリング体制を構築し、近隣地方公

共団体と連携を図りながら対応していくことが適当であることが記されています。市では

いただいた建議を受け止め、現在行っている座間市地下水保全基本計画改定事業の中で検

討していきます。 

東海旅客鉄道株式会社へ要望すべき事項については、建議書をもとに要望書（資料２）

を作成し、６月２日付で東海旅客鉄道株式会社に提出しました。要望書で見解を６月３０

日までに文書で回答するよう求め、６月２４日に東海旅客鉄道株式会社から文書による回

答（資料３）がありました。本日は資料３の内容について審議をお願いします。 

  イ 東海旅客鉄道㈱の回答（資料３）についての審議 

（イ） 東海旅客鉄道株式会社は環境影響評価の結果をもとに、座間市への影響はないと

明言しているため、これ以上新たなシミュレーションの実施を求めても応答がない



と考えられる。これから重要なのは、資料２で座間市が要望したとおり東海旅客鉄

道株式会社に地下水モニタリング結果を即時公開・報告してもらうことと地下水モ

ニタリングにおいて異常があった場合の対策を具体的に示してもらうことである。

特に工事が始まって地下水流を締め切っていく過程では地下水位が刻々と変化す

るので、地下水モニタリング結果公開・報告の即時性は重要である。 

（ロ） 資料３において東海旅客鉄道株式会社は、モニタリングの調査地点、測定方法、

時期・頻度などの内容については、今後、工事計画や施設計画を詳細に進めていく

過程で、学識経験者等に意見を求めて策定し、貴市担当部局に説明しますと明言し

ている。この説明のときに、座間市地下水採取審査委員会委員が同席できるように

することが重要である。 

（ハ） （ロ）の内容を要望書として東海旅客鉄道株式会社に提出することが適当である。 

 ⑶ その他 

   東海旅客鉄道株式会社が行った環境影響評価は、地下水への影響において最も懸念される

工事の過程での漏水を想定していない。座間市が保有する地下水保全システムでは工事によ

る地下水の影響をシミュレートすることはできないが、工事の過程での漏水を新規井戸によ

る揚水に置き換えて考えることにより、地下水位変動を予測することはできる。中央新幹線

の神奈川県駅予定地又はトンネル建設予定地で新規井戸による揚水が行われるという設定で

地下水位変動を予測してみれば、工事の過程で漏水が起こった場合の地下水への影響の参考

になる。 

 ⑷ 閉会のあいさつ（環境政策課長） 








	

